実施要領

北海道高等学校文化連盟
 第１４回全道高等学校文芸研究大会
実　　施　　要　　領
☆大会の目的　　文芸を志す道内高校生が一堂に会し、文芸活動に資する研修を深め、創作力向上　　　　　　　　　を図ることを目的とする。
１日目　（１０月６日・木曜日）
受付　　　９：３０～　９：５０　　
　　開会式　　１０：００～１０：２０　　於：２Ｆ金枝の間
　　　＜式次第＞
（１）開式の言葉　　　　　　　　　　北海高等学校文芸部　　　　　　　　　（副部長）
（２）主催者挨拶　　　　　　　　　　北海道高等学校文化連盟副会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道札幌平岸高等学校校長　 　　 　　林　恵子先生　
（３）当番学校長挨拶　　　　　　　　北海高等学校校長　　　　　　　　　　　山崎省一先生
（４）歓迎の挨拶　　　　　　　　　　北海高等学校文芸部　　　　　　　　　（部長）
（５）閉式の言葉　　　　　　　　　　北海高等学校文芸部　　　　　　　　　（副部長）　
講　　演　　会　　　１０：３０～１２：００　作家　高楼方子氏　於：２Ｆ金枝の間
題名　「作品が生まれるまで」
諸　　連　　絡　　　１２：００～１２：１０　　於：２Ｆ金枝の間
　　昼食・文学研修　　　１２：１０～１７：３０ 　
・分科会ごとに昼食をとったあと、１時までに出発。
・文学散歩中に緊急事態があった場合には、大会本部（札幌サンプラザ）または、各参加校の顧問の先生に電話連絡をしてください。

・帰ってきたら受付でグループごとに報告してください。

※詳細については、別紙「文学散歩要領」参照。　
　
２日目　（１０月７日・金曜日）
受　　　　　付　　　８：４５～　８：５５　 会場にて
顧　問　会　議　　　９：００～　９：３０　 於：２Ｆ玉葉の間   
学　校　交流会　　　９：００～　９：３０　 於：２Ｆ高砂の間 （１校１分間挨拶）　
分科会Ⅰ　　９：４０～　１２：００（小説・随筆評論・詩・短歌・俳句・文芸部誌）
昼食・休憩　　１２：００～１３：００　　
分科会Ⅱ　　１３：００～１７：００　　

交流会　　１７：１５～１８：３０ 於：２Ｆ高砂の間（生徒企画運営による全体交流会）
〔分科会担当〕
小　　説（司会：道南　支部生徒）担当専門委員：（佐々木・佐久間）教諭　於：２Ｆ玉葉の間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
評論随筆（司会：石狩  支部生徒）担当専門委員：（影　山・　　　）教諭　於：２Ｆ福の間　
詩　　　（司会：室蘭  支部生徒）担当専門委員：（福　地・加　藤）教諭　於：２Ｆ高砂の間
短    歌（司会：上川　支部生徒）担当専門委員：（膳　亀・佐藤啓）教諭  於：３Ｆ桜の間
　　俳　  句（司会：石狩　支部生徒）担当専門委員：（倉　部・山　根）教諭  於：４Ｆ菊の間
　文芸部誌（司会：石狩　支部生徒）担当専門委員：（櫻　庭・笹　原）教諭  於：２Ｆ平安の間 
  ＊外部審査を担当していただいた次の方々にも助言していただきます。
　　　　小説  柄　刀　　　一　氏　　　　　評論随筆　辻　村　淑　恵　氏
　　　　詩　　若　宮　明　彦　氏　　　　　短歌　　　山　田　　　航　氏
　　　　俳句　永　野　照　子　氏　　　　　文芸部誌　堀　　　利　幸　氏
３日目　（１０月８日・土曜日）
受　　　付　　　８：４５～　８：５５（各分科会会場）
分科会Ⅲ　　　９：００～１０：５０
総文祭・分科会報告　 １１：００～１１：４５　　運営：北海高校文芸部　於：２Ｆ金枝の間昼食・休憩　　１１：５０～１３：００　　　（昼食は予約注文可能）
　　表彰式・閉会式　　　１３：００～１４：３０　 　　司会：北海高校文芸部　於：２Ｆ金枝の間
　　＜式次第＞
（１）開式の言葉　　　　　　　　　北海高等学校文芸部           　　　　　　　（副部長）
（２）専門部長挨拶　　　　　　　　北海道高等学校文化連盟文芸専門部部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道札幌琴似工業高等学校校長　　　　    　白野勝義先生
（３）専門委員長講評　　　　　　　北海道高等学校文化連盟文芸専門委員長
市立函館高等学校教諭　　　　　　　　　佐藤和範先生
（４）入賞作品・推薦生徒発表　　　北海道高等学校文化連盟文芸専門部事務局長
北海道札幌琴似工業高等学校教諭　　  　佐藤啓貢先生
（５）表　　　　　彰　　　　　　　北海道高等学校文化連盟文芸専門部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（６）部門別入賞作品講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　小説  　　柄　刀　　　一　審査員

　　　　　　　　　　　　　　　評論随筆　辻　村　淑　恵　審査員
詩　　　　若　宮　明　彦　審査員

短歌　　　山　田　　　航　審査員
俳句　　　永　野　照　子　審査員

文芸部誌　堀　　　利　幸　審査員
（７）お別れの挨拶　　　　　　    　北海高等学校文芸部　　　 　　　　 　　　　（副部長）
（８）次年度当番校生徒代表挨拶　　  北海道岩見沢東高等学校文芸部　　　　　　　（　　　　　）
（９）閉式の言葉　　　　　　　　　　北海高等学校文芸部　　　　　　  　　　　　（副部長）
　　解散　　１４：３０
[文芸専門部より]
· 大会期間中、文芸専門部が作成する「大会集録用冊子」、「北海道高等学校文化連盟６０周年記念事業」展示用に、専門委員会と当番校で、写真撮影、ビデオ撮影をいたします。
· 撮影に不都合のある方は、合図を送るなど、お申し出ください。
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